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研究成果の概要 

2024 年度は下記の研究を実施し、ほ乳類の生殖細胞の移動と、それが精子産生に及ぼす影響について

の理解を深めた。 

1）前年度に引き続き、精原細胞の移動メカニズムの解析を進めた。移動に関わる遺伝子を特定するた

めの観察条件の検討を行った。また、加齢に伴い機能が低下した幹細胞が精巣内を移動してクローナル

に支配領域を広げる現象を見出し、細胞移動と精子産生能の低下との関係を示唆する知見を得て、これ

を論文として発表した（Aging Cell, 2025）。 

2）同様に、未成熟精子の移動メカニズムの解析も継続し、精巣上体内における精子移動のライブイメ

ージング技術を確立した。これにより、生体内における精子の細かな移動をリアルタイムで観察するこ

とに成功し、精子が短時間のうちに多様なパターンで移動する様子を捉えることができた。 
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